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緒 幸三:-

E 

牛用飼料の可消化養分含量は，牛とめん羊の消化性を同じと仮定して，めん羊による消化試験の値を用

いる乙とが多い。しかし，牛とめん羊の消化率を比較した文献の結果はかならずしも一致したものではな

い1)。牛用飼料の消化率としてめん羊の値を代用する乙とは，一時的な経過措置として認められているも

ので，牛とめん羊の消化率を区別したほうがより正確であると考えられている 2)。

乙乙では，同一原料草から調製した乾草と低水分牧草サイレーク(以下サイレージと略す)を材料とし

て，乳牛とめん羊による消化率，可消化養分含量の比較を行い，あわせて乾草とサイレージについても比

較を行った。

材料と方法

供試圃場は，北海道立新得畜産試験場のチモシーを主体とする草地である。チモシーの品種はホクレン

改良種で，同一圃場の出穏期 l番草を供試した。乾草調製は，昭和 60年 7月2日の 16時にモアーコンデ

ィショナで刈取り，翌日反転作業を行い， 4日の 15時にヘイベーラで梱包し畜舎に収納した。サイレー

ジ調製は， 7月3日の 4時にモアーコンディショナで刈取り，同日の 13時比フォレークハーベスタで収穫

して塔型サイロに詰め込んだ。

供試家畜は，ホルスタイン乾潤牛4頭(平均体重777kg)とサフォーク去勢雄めん羊4頭(平均体重59

匂)である。試験場所は同一畜舎内である。乳牛には糞尿分離装置を設置した繋留式ストーノレを，めん羊

l乙は消化試験用ケージを，それぞれ用いた。

消化試験は，乾草とサイレージそれぞれについて，予備期間 8日，本試験期間 6日の全糞採取法により

行った。 飼料給与量は，メタボリックボディサイズ(kg 0.75) 当たり乾物で509を目途とし， 1日2回，

9時と 16時比等量に分けて給与した。水と固形塩は自由摂取させた。

飼料および糞の飼料成分の分析は， A. O. A. C.法のによった。乳牛とめん羊それぞれの消化試験の

測定値を，畜種を結合因子とした二元配置法の一元結合型 4) として分散分析した口
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結果と考察

乾 草

サイレージ
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表 1 乾草とサイレ-:;の飼料成分

水分 粗蛋白質' 粗脂肪 NFE 組繊維

乾 物 中 %% 

14. 6 

49. 0 

7.7 

9.1 

2. 1 51. 1 33. 9 

3.5 46. 9 34. 7 

粗灰分

5.2 

5.8 

乾草とサイレージの飼料成分を表 1tl:.示す。調製作業中は晴天l乙恵まれ，乾草は良質のものを調製でき

た。反面，サイレージ調製では予乾サイレージを想定したが，水分含量49%の低水分サイレージとなっ

てしまった。サイレ-:;の pHは4.39であった。 乾草とサイレージの飼料成分を比較すると，粗脂肪含

量はサイレージが高かった。乙れは，サイレージ発酵により生成された有機酸がエーテル抽出物として定

量されるため，粗脂肪含量が見かけ上多くなることによると考えられている 5)。

乾草とサイレージの乾物摂取量を，表

2 t乙示す。体重当たり%では，乳牛は

0.9および1.0 %，めん羊は1.9および

2.0 %であった。

乾草とサイレージの消化率と可消化養

分含量を表 3t乙示す。

消化率についてみると，乾物，粗蛋白

質およびNFEは，畜種間では乳牛が，

表 2 乾草とサイレージ乾物摂取量

kg 0.75当たり 9， 乳牛

めん羊

体重 当たり% 乳牛

めん羊

乾草 サイレージ

50 

52 

0.9 

1.9 

53 

54 

1.0 

2.0 

また，飼料間では乾草が，それぞれ有意に高い値を示した。粗脂肪は，畜種聞に有意差は認められなかっ

たが，飼料間ではサイレージが有意に高い値を示した。名久井ら 5)も，オーチヤードグラスの乾草とサイ

レージについて，めん羊による組脂肪の消化率はサイレ-:;が有意に高い乙とを報告している。粗繊維の

消化率は，畜種聞に有意差が検出され，交互作用効果においても有意であった。

Aertsら6) は，有機物消化率 65%以下の粗飼料では，乳牛がめん羊よりも消化率が高く，消化率の

低い組飼料ほど乙の差が大きくなる傾向を認め，乙れは，乳牛のほうが，飼料の第一胃内滞留時間が長く，

また，第一胃内の微生物活動の効率が高い乙とによるものであろうと考察している。

可消化養分含量についてみると， DCP含量は，畜種間では乳牛による値が，また，飼料開ではサイ

レージが有意に高かった。 TDN含量は，畜種間では乳牛による値が有意に高かったが，飼料聞に有意差

は認められなかった。飼料聞でTDN含量に差が認められなかったのは，組蛋白質と NFEの消化率は乾

草が高いが，粗脂肪の含量と消化率はサイレージが高い乙とによると考えられる。

本結果から，乾草と低水分牧草サイレージについて，めん羊で得られた可消化養分含量は乳牛に対して

は過少評価となる傾向が示唆されたが，飼料の摂取量や組合せなど種々の条件で、更に検討が必要で、ある。

また，本試験で用いた乾草とサイレージは，好天の条件で調製したものであり，不順な天候で調製された

場合の比較も必要である。
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表 3 乾草とサイレージの消化率および可消化養分含量

飼 料 有 ニ，思'"二 性
畜種

乾草 サイレージ 平均 畜種 飼料 畜種×飼料

消化率(%)

乾 物 乳牛 69. 2 67. 8 68.5 
* * NS 

めん羊 65. 3 63.4 64. 3 

平均 67. 2 65. 6 

組蛋白質 乳牛 57. 5 55. 1 56. 3 
* * NS 

めん羊 51. 4 49. 9 50. 7 

平均 54. 4 52. 5 

粗脂肪 乳牛 54. 2 66. 0 60. 1 
NS * * NS 

めん羊 53. 7 62. 4 58. 1 

平均 54. 0 64. 2 

N F E 乳牛 69. 8 66. 1 67. 9 
* 

本本 NS 
めん羊 65. 9 62. 8 64. 4 

平均 67. 8 64. 5 

組繊維 乳牛 76. 4 78. 1 77.2 
* NS ヨド

めん羊 72.3 70. 9 71. 6 

平均 74.4 74.5 

可消化養分含量(乾物中%)

D C P 乳牛 4. 4 5. 0 4. 7 
* * * NS 

めん羊 4. 0 4. 6 4. 3 

平均 4. 2 4. 8 

T D N 乳牛 68. 6 68. 3 68. 4 
* NS NS 

めん羊 64. 7 63. 5 64. 1 

平均 66. 6 65. 9 

本:P<0.05，本*・ P<O.Ol，NS not significan't 

摘要

同ーのチモシー主体草地(1番草，出穏期)から乾草と低水分サイレージを調製し，それぞれホルスタ

イン乾澗牛4頭とサフォーク去勢雄めん羊4頭に給与し，全糞採取法による消化試験を行い， 消化率と

可消化養分含量を比較した。

乳牛とめん羊の比較では，乾物，粗蛋白質およびNFEの消化率で乳牛が高く， DC PおよびTDN含

量も乳牛による値が高かった。乾草とサイレージの比較では，乾物，粗蛋白質， NF Eの消化率は乾草が

高かったが，粗脂肪の消化率はサイレージが高く， TDN含量に差は認められなかった。
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